
○製品の審美性のみならず、ユーザーが求める価値、使用によって得られる新た
な経験の実現・経験の質的な向上等を追求することにより、製品自体の優位
性に加え、製品と人、製品と社会との相互作用的な関わりも含めた価値創造
に繋がる総合的な設計技術

○具体的には、
・デザインの優劣によって製品の売上が大きく変化するなど、マーケットに直接影
響を与え得る重要性の高い技術
・製品の形状・質感の改善や操作性・安全性の向上による個々の製品としての
機能向上に加えて、製品とユーザーとの関係性や心地良さ、使用環境との調
和を分析することで、製品とユーザーとの新たな関係の提案による生活スタイル
の革新、製品とサービスの融合による新しいビジネスモデルの創出等、コトづくり
への波及効果がある
・高齢化等の社会的課題への対応に際しても重要な役割を担う

など

デザイン開発技術とは・・・

特定ものづくり基盤技術「１．デザイン開発技術」

１．デザイン開発技術

２．情報処理技術

３．精密加工技術

４．製造環境技術

５．接合・実装技術

６．立体造形技術

７．表面処理技術

８．機械制御技術

９．複合・新機能材料技術

１０．材料製造プロセス技術

１１．バイオ技術

１２．測定計測技術



川下分野 課題及びニーズ

共通
ア．審美性・感性価値の向上
イ．ユーザーが求める価値・経験の実現
ウ．製品・サービスのユーザビリティ
エ．製品の安全性・品質の安定性
オ．環境負荷への対応
カ．ブランド化

医療・健康・介護

ア．製品の安全性、使用時の安全措置
イ．操作性や装着感等のユーザビリティの向上

環境・エネルギー
ア．エネルギー効率向上
イ．劣悪な使用環境下における耐久性の向上
ウ．ユーザーによる誤操作の防止
エ．冗長性の確保によるシステム安定性の向上

航空宇宙

ア．快適性の向上
イ．安全性・操作性・認識性の向上
ウ．燃費等の経済性の向上

衣料品・日用品

ア．快適性の向上
イ．安全性の向上
ウ．マーケットニーズへの対応

特定ものづくり基盤技術「１．デザイン開発技術」 川下製造業者等が抱える課題及びニーズ

川下分野 課題及びニーズ

自動車等
輸送機械

ア．高機能化、高性能化
イ．安全性・操作性の向上
ウ．ＩＴ、ＩｏＴ等の活用によるシステム化、利便性
向上

スマートホーム
ア．高機能化・高性能化・操作性の向上
イ．審美性の向上
ウ．独自の価値の創出
エ．エネルギー消費効率の向上

ロボット・産業機械

ア．操作性の向上
イ．快適性の向上
ウ．安全性の向上



特定ものづくり基盤技術「１．デザイン開発技術」 高度化目標の達成に資する特定研究開発等の実施方法

技術開発の方向性

（１）審美性向上のための技術開
発の方向性

①形状、色彩等の審美性向上
②質感、装着性の向上
③形状や構造の最適設計
④感性価値・ブランドの創出
⑤デザインに関する人材・知見の活用
⑥ユーザー満足度の向上

（２）ユーザー価値・経験に対応し
た技術開発の方向性

①ユーザーの潜在的ニーズの発掘
②ユーザーエクスペリエンスに配慮したプロダクト価値の創出
③人と製品の相互作用の分析
④製品が提供するサービス価値の向上

（３）ユーザビリティの向上に対応し
た技術開発の方向性

①操作性向上、高機能化
②人間工学・リスク分析による安全設計
③ユーザーニーズに対応した差別化・標準化
④ラピッドプロトタイピング、試作工程の柔軟化・高度化

（４）管理技術・環境配慮の向上
に対応した技術開発の方向性

①製品の品質安定性の向上
②知的財産権（特許権、実用新案権、意匠権、商標権、著作権等）による保護
③海外市場に適合する規格・規制への対応
④メンテナンス性、修復性の確保
⑤リサイクル性
⑥不良率の低減、部素材の少量化

（５）IoT、AI等を活用した技術開
発の方向性

①センサ技術等を活用した信頼性の高いデータの取得・蓄積
②ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による設備等の予知保全・遠隔保守、運用最適化、匠の技のデジタル化等を通じたデザイン
開発プロセスの効率化・生産性向上

③ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による新たなサービス創出



特定ものづくり基盤技術「１．デザイン開発技術」 研究開発事例

サポイン採択年度 プロジェクト名 研究開発体制

平成27年度
医療スキルの修得支援のためのインタラクティブ・
チュートリアル・システムの開発・事業化

株式会社京都科学、早稲田大学

平成27年度
「お灸文化に革命をもたらす『aQua』
〜火を使わないお灸のデザイン開発〜

公益財団法人くまもと産業支援財団、有限会社坂本石灰工業所、
熊本県産業技術センター、九州看護福祉大学








